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表 －6．8．2 （4） 重 要 な植 物 種 の 確認 状 況 （そ の 4）

改変、区域 内での確認 抹数

No． 種 全

株
数

空港
施設

予定 地

航空
障害灯

予定地

V O R ／

D M E
予 定地

小計
造成 工事 による生育個体 の消失 について

3 2 タイワンアシカキ 多数 多数 0 0 多数
一部
消失
あり

ゴルフ場 内、国道 3 90号近くの水 田、キツヌング

スク北側 の河川及 び湿地草本植 生 、水 岳北側
及 びカタフタ山北側～東側の水 田及 び湿性草
本植 生で確 認されている。このうち、改変 区域
内のゴル フ場 内、国道 39 0号近 くの水 田の個 体

は空港 施設の造成 により消失するが、改 変区
域外 のキツヌングスク北西側の河川及 び湿性
草本植 生 、水 岳北側及びカタフタ山北側 ～東
側 の水 田及び湿性 草本植 生の個体 は現 状の
まま生 育可能。

3 3 ハイシハ～ 多数 0 0 0 0
消失
なし

ゴルフ場東側 の海岸林 、植林 及び砂浜 で確認
されているが、改変区域には含まれないことか
ら、造成 による消失はない。

3 4 ヤリテンツキ 多数 多数 0 0 多数
一部
消失
あり

ゴルフ場 内、その周辺 の牧草地及 び放牧地 、

路傍 ・休耕 地、カラ岳及びその周辺の放牧 地、
路傍 ・休耕 地、轟川河 口南側の放牧地 、路傍 ・
休耕地 で確認 されている。このうち、改変 区域
内のゴルフ場 内、その周辺の放牧地 、路 傍 ・休
耕地 に生育す る個体は空港施設の造成 により
消失するが、改変 区域外 のゴルフ場周 辺の牧

草地 、カラ岳及 びその周辺の放 牧地 、路傍 ・休
耕 地、轟川 河 口南側の放牧地、路傍休 耕地 の
個体は現状 のまま生育可能。

3 5 ヤエヤマヤシ 2 1 0 0 1

∵部
消失

あり

ゴル フ場 内で確認されており、改変 区域内の 1
個体は空港施 設の造成 により消失 するが、改
変区域外 に生育 する1個 体は現状 のまま生育

可能。

3 6 エンレイショウキラン 1 0 0 0 0
消失
なし

タキ山の北東側斜 面で確認 されているが、改変

区域には含まれないことから、造成 による消失
はない。

3 7 ツルラン 32 0 4 0 4

一部
消失
あり

水 岳山頂部及 び東側斜 面、カタフタ山山頭部
及 び西側斜 面、タキ山山頂部で確認され てい

る。このうち、改変 区域 内の水岳 山頂部 及びカ
タフタ山西側斜 面の個 体は航 空障害灯 の造成
により消 失するが、改変 区域外の水岳 東側斜
面、カタフタ山山頂部 及びタキ山山頂 部の個体
は現 状のまま生育可能 。

3 8 ハ●ィヶイラン 1 13 0 3 6 0 3 6

一部

消失
あり

水 岳山頂部 、カタフタ山 山頂部及び 西側 、北東

側斜 面で確認されている。このうち、改変 区域
内の水 岳 山頂部 、カタフタ山山頂部及び 西側
斜 面に生育する一部 の個体が航空障 害灯の造

成 により消失するが、改変 区域外 の個 体は現
状のまま生育可能。

39 イモネヤがラ 18 0 0 0 0
消失
なし

キツヌングスタ北側斜 面において確認 されてい
るが、改変 区域 には含まれないことか ら、造成

による消失 はない。

4 0 タカツルラン 1 0 0 0 0
消失
なし

カタフタ山北東側斜 面で確認 されているが、改
変 区域 には含 まれないことから、造成 による消
失 はない。

4 1 け カメオトラン 18 0 0 0 0
消失
なし

キツヌングスク北側斜 面で確認されているが、
改変 区域 には含まれないことから、造成 による
消失 はない。

4 2 カゴメラン 1 0 0 0 0
消失
なし

カタフタ山東側斜 面七確認されているが、改変

区域 には含まれないことから、造成 による消失

はない。

4 3 タカサゴサキック 1 0 0 0 0
消失
なし

カタフタ山東側斜面で確認されているが、改 変

区域 には含まれないことから、造成 による消失

はない。


